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【 手 続 補 正 書 】
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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｈ Ｃ Ｎ を 水 性 Ｎ ａ Ｏ Ｈ と 接 触 さ せ て Ｎ ａ Ｃ Ｎ を 含 む 溶 液 を 製 造 す る 工 程 、 お よ び 前 記 Ｎ
ａ Ｃ Ｎ を 結 晶 化 さ せ て Ｎ ａ Ｃ Ｎ 結 晶 の ス ラ リ ー を 製 造 す る 工 程 を 含 む 方 法 で あ っ て 、 前 記
方 法 が 、 酸 ま た は 前 記 酸 の 金 属 塩 の 存 在 下 で 実 施 さ れ 、 前 記 酸 の ｐ Ｋ ａ が ４ ． ８ 以 下 、 好
ま し く は ４ ． ４ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ の 結 果 、 結 晶 の 品 質 は 、 グ リ コ ー ル 酸 塩 を 使 用 し た 実 施 例 ２ で 得 ら れ た も の と 極 め て
近 い も の で あ る こ と が 判 っ た 。 測 定 さ れ た 結 晶 成 長 速 度 が ４ μ ｍ ／ 分 で 、 実 施 例 ２ で 認 め
ら れ た 速 度 よ り 幾 分 低 い が 、 測 定 の 予 想 さ れ る 精 度 の 内 で は ほ ぼ 同 等 で あ っ た 。
　
　

　

　

　

本 発 明 は 以 下 の 実 施 の 態 様 を 含 む も の で あ る 。
１ ． Ｈ Ｃ Ｎ を 水 性 Ｎ ａ Ｏ Ｈ と 接 触 さ せ て Ｎ ａ Ｃ Ｎ を 含 む 溶 液 を 製 造 す る 工 程 、 お よ び 前

記 Ｎ ａ Ｃ Ｎ を 結 晶 化 さ せ て Ｎ ａ Ｃ Ｎ 結 晶 の ス ラ リ ー を 製 造 す る 工 程 を 含 む 方 法 で あ っ て 、
前 記 方 法 が 、 酸 ま た は 前 記 酸 の 金 属 塩 の 存 在 下 で 実 施 さ れ 、 前 記 酸 の ｐ Ｋ ａ が ４ ． ８ 以 下
、 好 ま し く は ４ ． ４ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 方 法 。

２ ． 前 記 方 法 が 、 グ リ コ ー ル 酸 、 酢 酸 、 コ ハ ク 酸 、 乳 酸 、 ギ 酸 、 グ リ セ リ ン 酸 、 ク エ ン
酸 、 フ マ ル 酸 、 シ ト ラ コ ン 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 ス ル フ ァ ミ ン 酸 、 そ れ ら の エ ス テ ル 、 ま た は
そ れ ら の ２ 種 以 上 の 組 合 せ で あ る 、 前 記 酸 の 存 在 下 で 実 施 さ れ ； そ し て 、 前 記 酸 が 、 好 ま
し く は 前 記 グ リ コ ー ル 酸 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 １ に 記 載 の 方 法 。

３ ． 前 記 シ ア ン 化 水 素 に 対 す る 前 記 酸 の モ ル 比 が 、 約 ０ ． ０ ０ １ ： １ か ら 約 １ ０ ０ ０ ：
１ ま で の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 ２ に 記 載 の 方 法 。

４ ． 前 記 方 法 が 、 グ リ コ ー ル 酸 、 酢 酸 、 コ ハ ク 酸 、 乳 酸 、 ギ 酸 、 グ リ セ リ ン 酸 、 ク エ ン
酸 、 フ マ ル 酸 、 シ ト ラ コ ン 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 ス ル フ ァ ミ ン 酸 、 そ れ ら の エ ス テ ル 、 ま た は
そ れ ら の ２ 種 以 上 の 組 合 せ で あ る 、 前 記 酸 の 前 記 金 属 塩 の 存 在 下 で 実 施 さ れ ； そ し て 、 前
記 酸 の 前 記 金 属 塩 が 、 好 ま し く は 前 記 グ リ コ ー ル 酸 ナ ト リ ウ ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 、
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前 記 １ に 記 載 の 方 法 。
５ ． 前 記 シ ア ン 化 水 素 に 対 す る 前 記 グ リ コ ー ル 酸 ナ ト リ ウ ム の モ ル 比 が 、 約 ０ ． ０ ０ １

： １ か ら 約 １ ０ ０ ０ ： １ ま で の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 ４ に 記 載 の 方 法 。
６ ． 前 記 Ｎ ａ Ｃ Ｎ 結 晶 が 前 記 ス ラ リ ー か ら 分 離 さ れ 、 乾 燥 さ れ て 乾 燥 Ｎ ａ Ｃ Ｎ 結 晶 が 製

造 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ ま た は ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
７ ． 前 記 Ｎ ａ Ｃ Ｎ 結 晶 を 水 に 溶 解 さ せ て 溶 液 を 製 造 す る 工 程 、 お よ び 前 記 溶 液 を 鉱 石 と

接 触 さ せ る 工 程 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 ６ に 記 載 の 方 法 。
８ ． 結 晶 化 さ せ る こ と を 、 前 記 Ｎ ａ Ｃ Ｎ 溶 液 を 冷 却 し て ペ ー ス ト 組 成 物 を 製 造 す る こ と

に 置 き 換 え 、 前 記 水 性 Ｎ ａ Ｏ Ｈ が 任 意 選 択 的 に 、 好 ま し く は ギ 酸 ナ ト リ ウ ム 、 鉄 塩 ま た は
そ れ ら の 組 合 せ で あ る レ オ ロ ジ ー 調 整 剤 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 １ ～ ７ の い ず れ か
一 項 に 記 載 の 方 法 。

９ ． 前 記 水 性 Ｎ ａ Ｏ Ｈ が 、 金 属 酸 化 物 、 金 属 水 酸 化 物 、 金 属 ヒ ド ロ ス ル フ ィ ド 、 金 属 炭
酸 塩 、 金 属 重 炭 酸 塩 、 お よ び ２ 種 以 上 の 組 合 せ か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 金 属 化 合 物 を さ
ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 ８ に 記 載 の 方 法 。

１ ０ ． 任 意 選 択 的 に 、 前 記 ペ ー ス ト 組 成 物 を 溶 解 さ せ て 溶 液 を 製 造 す る 工 程 、 お よ び 前
記 ペ ー ス ト 組 成 物 ま た は 前 記 溶 液 を 鉱 石 と 接 触 さ せ る 工 程 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る
、 前 記 ８ ま た は ９ に 記 載 の 方 法 。
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